
RHD本体
（ロープフッキングデバイス）

フィッシャー

フィッシャー接続部
（5mmボルト）

RHD接続部
（5mmナット）

リングキャッチ

スローウエイト

スローライン

スローバッグ

・  このたびは本製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

・本製品は、ロープ高所作業のプロフェッショナル専用機材です。

・  警告および注意事項に留意し、製品を正しく使用することは使用者の責任です。 
本製品の誤使用は危険を増加させます。

RHD（ロープフッキングデバイス）

取扱説明書

主な素材

• RHD 本体： ポリカーボネート 
またはカーボン

• リングキャッチ：ステンレス

必要機材 数量
RHD（ロープフッキングデバイス ） １
フィッシャー（先端ボルトサイズ：５ mm） 
※ 先端ボルトサイズが 5 mm 以外の場合、 

異形アダプターを別途購入してください。
１

スローウエイト（250 g 以上） １

スローライン １

スローバッグ 1

付属品 数量
ハードケース 1
取扱説明書（本紙） 
※ 弊社ホームページからも 

ダウンロード可
1

•  本紙では、本製品を使用するための技術や使用方法に関して、いくつかの例を掲載しています。 
ただし、製品の使用に関連する危険に関して、全てをここに網羅することはできません。

•  本製品の使用及び本製品を使用する全ての活動には危険を伴います。 
使用者はその危険について理解してください。

•  本製品の使用者が自分自身の行為、判断、および安全の確保について責任を負い、またそれによって
生じる結果についても責任を負うこととします。自分自身で責任が取れない場合やその 
立場にない場合、また本書の内容を理解できない方は使用しないでください。

•  本製品の使用前に必ず本書を熟読し、本製品の機能とその限界について理解し正しく使用してください。

•  本製品は使用方法を熟知していて責任能力のある人、あるいはそれらの人から目の届く範囲にて直
接指導を受けられる人のみが使用してください。

•  本書に記載されている注意事項を無視または軽視すると、重度の障害を負うまたは死亡する危険があります。

•  ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、使用者や第三者への危害や損害を未然に
防止するためのものです。

•  本製品の使用に関する重要事項及び注意事項に関しては、警告のマークがついています。 
重要事項及び注意事項は次のように区分けされ、全て重要な内容ですので必ずお守りください。

記載されている内容を守らなければ、 
ロープの切断や墜落により、人が死亡または重傷を負う危険がある事項

記載されている内容を守らなければ、ケガや障害事故の生じる危険がある事項

記載されている内容を守らなければ、 
ケガや障害事故並びに製品が故障する危険のある事項

危険や損害の程度を表すマーク

してはいけない「禁止」の内容 必ず実行していただく「強制」の内容

守っていただく内容の種類を表すマーク

必ず実行禁 止

必ず実行

必ず実行

禁 止

必ず実行

 危険

警告 

 注意

・�フィッシャーを伸ばした長さの1.5倍を半径とする円内に、他者がいないことを確認する
   フィッシャーが倒れて、人に当たる危険があります。

・�足下が安定した場所で使用する
   フィッシャーを伸ばす際にバランスを崩して転倒し、ケガをするおそれがあります。

・�フィッシャーが届く範囲に、高圧ケーブルや天井クレーンの電源ケーブルがないことを確認する
   高圧ケーブルや天井クレーンの電源ケーブルに RHD やフィッシャーが触れると、 

感電し死亡する危険があります。

・�RHDをフィッシャーに取り付ける前に、フィッシャーを実際に使用する高さまで伸ばし、
フィッシャーが自重で縮まらないか確認する

   RHD を取り付けたフィッシャーを伸ばしている最中にフィッシャーが突然縮まると、 
RHD が一瞬で落ちてきて頭や顔に当たりケガをするおそれがあります。

・使用の際は、ヘルメット、保護手袋並びに保護メガネを着用する
  ※ スローウエイトや RHD の落下から身体を守るため、 

そしてフィッシャーが一気に縮まった際に手指を挟む危険から手指を守るためです。

・�フィッシャーの先端に無理な力を掛けない
  フィッシャーが折れるおそれがあります。

・�風のあるところでは使用しない
  フィッシャーが折れるおそれがあります。

・�鉄骨梁（横架材）と、その上部にある屋根などとの隙間が7cm未満の場合は、使用しない
  RHD が引っかかり外れなくなります。

・�鉄骨梁（横架材）やその上部にある屋根などとの角度を考えてから使用する
 角度が悪いと、フィッシャーが折れます。

・�使用しないときは、フィッシャーからRHDを外す
    フィッシャーに荷重がかかり、折れるおそれがあります。

・�上部の鉄骨梁などから外れなくなった場合は、無理に外そうとせず�
フィッシャーの角度を変えて外してみる

  ※ RHD が入ったのであれば、必ず外せます。

・�フィッシャーを伸ばすときは、一段一段力を掛けてしっかりと伸ばしていく
  ※フィッシャーが突然縮むのを防ぐためです。

・�フィッシャーの取扱説明書を必ず確認する
  ※フィッシャーによって使用方法が異なりますので、フィッシャーの取扱説明書を必ず確認してください。

有限会社 ケンテックシステムズ

〒350−1162
埼玉県川越市南大塚1-24-3

TEL：049-241-8364
FAX：049-265-6120

https://kentechsystems.net
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お問い合わせ先

k-ogura@kentechsystems.net

 危険
警告 
 注意

安全上のご注意

各部のなまえ

必要機材／付属品

RHD（ロープフッキングデバイス） チェック 判定
全体の割れや欠けの状況

表面の傷の状況

リングキャッチの動作状況

フィッシャー取付部の雌ナットの状況

フィッシャー チェック 判定

ヒビや割れの状況（本体を伸ばして確認してください）

使用前点検  〜 本製品を使用する前に必ず実施してください 〜

使用前点検 点検日付 ：      　　 年        月        日  　点検者名：



❶ スローラインを
　 左右に分けて垂らす

❷ 上部の鉄骨梁（横架材）に
    届くまでフィッシャーを伸ばす

スローライン

スローバッグ

❶ 設置高さの２倍のスローラインを
　 スローバックから出してほぐす

❷ フィッシャーを
　 手締めで固定する

RHD

フィッシャー

スローライン

リング
キャッチ

❸ スローラインを
　 取り付ける

① 環を開く
    

② スローラインの
　 中間点を入れる

③ 環を閉じる

上部鉄骨梁
（横架材）

❸ RHDを
 　上部鉄骨梁（横架材）に掛ける

❹ フィッシャーを
　 地面に置く

❶ スローラインを下に引っ張る

上がる上がる上がる

スローウェイトが
リングキャッチに当たるまで

スローウェイト

❷ フィッシャーを揺する

❹ スローウエイトを地面まで下ろす

❸ スローウエイトを鉄骨梁の逆側へ落とす

❶ RHDを
　 鉄骨梁から外す

❷ フィッシャーを縮め、
　 RHDを地面まで下ろす

スローラインを
取り外す

① 環を開く
    

② スローラインを
　 取り外す

③ 環を閉じる

スローライン取り外し

規格

本製品はどの国の規格も取得していません。

（本製品は PPE（個人保護用具）ではありません。）

お客様の個人情報に関する取り扱いについて

お客様の個人情報は、当社プライバシーポリシーに基づいて適切に管理、 取り扱いさせていただきます。 
詳細は当社ホームページをご覧ください。 

https://kentechsystems.net/privacy-policy2/

修理

• 修理、取り扱い、お手入れなどのご相談は、お買い上げの販売店へご連絡ください。

• 本製品の修理は、ケンテックシステムズのみで可能です。使用者自ら修理を行わないでください。

•  修理すれば使用できる製品については、ご要望により修理させていただきます。

• 疑問点や不明点は（有）ケンテックシステムズ（TEL049-241-8364）にご相談ください。

保証

• 保証期間：なし（初期不良のみ返品交換対象） 

•  原材料及び製造過程における全ての欠陥に起因する故障のみ、保証の対象となります。

•  本製品は分解できない構造になっていますので、絶対に分解しないでください。 
分解した場合は使用を中止してください。 

（ケンテックシステムズによって本製品の分解が確認された場合は、全ての保証対象外となります。）

性能一覧 結果 備考

本
体

重量 230 g（ポリカーボネート製）

サイズ 幅 258× 奥行き 143× 高さ 54 ㎜

適合フィッシャー 先端が 5mm のボルトタイプ 

推奨スローウエイト 250 g 以上

上部横架材幅使用限界 200 mm

性
能

保証期間 なし 初期不良のみ返品交換対象

使用温度 -10℃～ 45℃ まで

そ
の
他

付属品 取扱説明書 1 枚、ハードケース 1 個

付属のハードケースに収納する
•  水に濡れている場合は、完全に乾かしてから収納してください。

•  直射日光が当たる場所、車中、水や湿気の多い場所、ゴミやほこりの多い場所、子供の手の届く場所、 
ガソリンや軽油などの燃料のある場所、化学薬品のある場所は避けてください。

付着したゴミを取り除き、柔らかい布で汚れを拭き取る
•  シンナー、アルコール、ベンジン、パーツクリーナーなどを使用しないでください。

※�フィッシャーを伸ばす長さの1.5 倍以上を半径と
する円内に、他者がいないことを確認してください。

※�手袋とヘルメットを着用してください。

※ �RHDを取り付けずにフィッシャーを実際に�
使用する高さまで伸ばし、�
フィッシャーが縮まらないか確認してください。�
（�フィッシャーのロックが弱いと、フィッシャーが
突然縮まりケガをするおそれがあります。）

2   使用前の準備

3   RHD の設置

1   周囲の確認 4   スローラインの設置

5   RHD の取り外し

6  スローラインの取り外し

7   フィッシャーの取り外し

※�スローラインが絡まないように注意�
しながら伸ばしてください。

※�フィッシャーが縮まらないように�
一段一段しっかりと伸ばしてください。

フィッシャーを
取り外す

RHD

フィッシャー

使いかた

保証とアフターサービス

MEMO

諸元表

お手入れ

保管

※�スローウエイトが一気に落ちるのを防ぐため、�
スローラインで落下スピードをコントロール�
してください。


